











の始まりとみなせる。だが 1968 年からは世論が戦争反対に傾き始め，1973 年に米軍は撤
退した。その後 1975 年にサイゴンが陥落し，その翌年には南北ヴェトナムが統一されヴェ
トナム社会主義共和国が成立してしまった（2）。
　DavidJames によれば，1960 年代から 1980 年代までのヴェトナム戦争映画は大まかに
四つの時期に区分できる（3）。
（1）60 年代から 70 年代中期まで，つまり戦争が続いている間は，原則的にヴェトナム
戦争映画が製作されない。
（2）70 年代末にヴェトナム戦争映画の最初のブームが生じる。
（3）80 年代中期に POW/MIA 映画（行方不明者とされながらも実は戦争捕虜としてヴェ
トナムの地に囚われた米兵を奪還するというアクション映画）が流行する：『地獄の
7 人』（Uncommon Valor,1983），『地獄のヒーロー』（Missing in Action,1984），『ラ
ンボー：怒りの脱出』（Rambo: First Blood Part II,1985）など。
（4）80 年代後期に戦場をリアリズムで描く映画が多数製作される：『プラトーン』（Platoon,
1986），『ハンバーガー・ヒル』（Hamburger Hill,1987），『フルメタル・ジャケット』
（1） 本稿は 2021 年 7 月 27 日にオンラインで実施された国府台学会研究会での発表の記録である。発表は，筆者
の研究内容を教職員の方々に紹介するという趣旨で行われた。
（2） Gallup によれば「アメリカがヴェトナムでの戦いに軍隊を送ったのは間違いだったと思うか」の問に「はい」





千葉商大紀要　第 59 巻　第 2 号（2021 年 11 月）pp. 211-213
（Full Metal Jacket,1987）など。
　ここでは目下のテーマである（2）に至るヴェトナム戦争映画の流れを中心に述べたい。








Harry,1971），『ソルジャーボーイ』（Welcome Home, Soldier Boys,1971），『ハイジャック』
（Skyjacked,1972），『タクシードライバー』（Taxi Driver,1976）など。こうした映画はヴェ
トナム帰還兵の実情を反映したものなどではなく，不人気な戦争の直接表象を避けつつ，





















（4） 主流映画に限定しなければ，マーシャル・トンプソンが主演・監督した『肉弾 08 作戦』（A Yank in 
Vietnam,1964）が最初のヴェトナム戦争映画だと言われている。他にも，同じトンプソンが主演した『電撃
海兵隊』（To the Shore of the Hell, 1966）もこの時期の希少なヴェトナム戦争映画の一つである。
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ウマの場として視覚的に表象した。両作品は，米兵同士の兄弟殺し（前者ではロシアンルー
レット，後者では元大佐の暗殺）を結末とする点でも共通する。
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